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野村日本企業価値向上オープン
（円投資型）/（米ドル投資型） 

運用報告書(全体版) 
 

第10期（決算日2025年３月24日） 
 

作成対象期間（2024年３月26日～2025年３月24日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
なお、当ファンドは、2024年12月20日に信託期間を延長する約款変更を行ない、信託期間終了
日は2031年３月24日となりましたので、ご留意下さい。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
 円投資型 米ドル投資型 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2015年５月18日から2031年３月24日までです。 

運 用 方 針 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主としてわが国
の株式に実質的に投資し、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうことを基本とします。わが国の株式の中から、企業価値向上
が期待される銘柄を選別して投資することにより、中長期的な値上がり益の獲得を目指します。 

－ 
円建て資産について、選択権付き為替予約取引等の外国為替に関する
デリバティブ取引を活用し、米ドルへの投資効果を追求します。なお、
外国為替予約取引等を活用する場合があります。 

主な投資対象 
マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式
等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とし、選択権付き為替予約取
引等の外国為替に関するデリバティブ取引を主要取引対象とします。
また、株価指数先物取引および外国為替予約取引等を活用する場合、短
期有価証券ならびに短期金融商品等に投資する場合があります。なお、
株式等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
野村日本企業価値向上オープン 
（円投資型）/（米ドル投資型） 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して分
配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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－ 1 － 

野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

東 証 株 価 指 数 
（TOPIX）（配当込み） 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

６期(2021年３月23日) 12,806 150 60.4 3,081.98 56.3 98.8 － 8,695 

７期(2022年３月23日) 12,189 70 △ 4.3 3,159.21 2.5 96.2 － 7,502 

８期(2023年３月23日) 12,830 150 6.5 3,210.33 1.6 92.9 － 7,468 

９期(2024年３月25日) 17,148 350 36.4 4,671.17 45.5 95.1 － 8,811 

10期(2025年３月24日) 16,287 320 △ 3.2 4,803.82 2.8 96.7 － 7,798 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

東 証 株 価 指 数 
（TOPIX）（配当込み） 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2024年３月25日 17,148 － 4,671.17 － 95.1 － 

３月末 17,322 1.0 4,699.20 0.6 93.9 － 

４月末 17,164 0.1 4,656.27 △0.3 94.2 － 

５月末 16,981 △1.0 4,710.15 0.8 95.0 － 

６月末 17,087 △0.4 4,778.56 2.3 95.0 － 

７月末 17,124 △0.1 4,752.72 1.7 97.1 － 

８月末 16,622 △3.1 4,615.06 △1.2 96.5 － 

９月末 16,617 △3.1 4,544.38 △2.7 96.9 － 

10月末 16,597 △3.2 4,629.83 △0.9 95.8 － 

11月末 15,908 △7.2 4,606.07 △1.4 96.1 － 

12月末 16,398 △4.4 4,791.22 2.6 96.6 － 

2025年１月末 16,322 △4.8 4,797.95 2.7 96.9 － 

２月末 15,927 △7.1 4,616.34 △1.2 97.6 － 

(期  末)       

2025年３月24日 16,607 △3.2 4,803.82 2.8 96.7 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 2 － 

野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

６期(2021年３月23日) 12,137 120 58.5 93.1 5.5 22,034 

７期(2022年３月23日) 12,882 90 6.9 86.9 9.3 19,838 

８期(2023年３月23日) 14,837 270 17.3 88.8 4.0 19,757 

９期(2024年３月25日) 24,011 670 66.3 88.3 6.9 28,712 

10期(2025年３月24日) 23,324 660 △ 0.1 91.1 5.4 24,035 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運用を行なっていないため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2024年３月25日 24,011 － 88.3 6.9 

３月末 24,295 1.2 85.6 7.7 

４月末 25,051 4.3 84.5 9.0 

５月末 24,945 3.9 86.6 7.6 

６月末 25,868 7.7 85.3 8.9 

７月末 24,714 2.9 90.7 6.2 

８月末 22,655 △5.6 89.3 6.1 

９月末 22,181 △7.6 90.2 6.8 

10月末 24,006 △0.0 86.8 9.1 

11月末 22,760 △5.2 90.5 5.5 

12月末 24,790 3.2 87.0 9.1 

2025年１月末 24,278 1.1 89.7 6.9 

２月末 22,986 △4.3 90.7 5.6 

(期  末)     

2025年３月24日 23,984 △0.1 91.1 5.4 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 3 － 

野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2024年３月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、東証株価指数（TOPIX）（配当込み）です。参考指数は、作成期首（2024年３月25日）の値が基準価額と同一となるように

計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は3.2％の下落 

基準価額は期首17,148円から期末16,607円（分配金込み）に541円の値下がりとなりました。 

 

①の局面（期首～８月上旬） 

（下落） 中東情勢の緊迫化によりリスク回避の動きが強まったことや、複数の大手半導体企業

が市場予想を下回る決算を発表したこと 

（上昇） 日銀が金融政策の現状維持を発表し一時１米ドル160円台まで円安が進行したことや、

米国のインフレ率鈍化などを受けて米長期金利が低下し米国株が上昇したこと 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

（上昇） 当面日米金利差に大きな変化はないとの見方などから円安・米ドル高が進行し、輸出

関連株などを中心に上昇したこと 

（下落） 日銀の金融政策変更を受けた円高・米ドル安の進行や、米国景気への懸念が強まった

こと 

 

②の局面（８月上旬～期末） 

（上昇） 日銀副総裁の追加の利上げに慎重な発言や、米国のインフレ率鈍化や個人消費の堅調

な伸びなどを受けて景気後退への懸念が弱まったことなどが好感されたこと 

（下落） 米国の景気後退懸念などから円高・米ドル安が進行したこと 

（上昇） FOMC（米連邦公開市場委員会）による0.5％の大幅な利下げを受けて円高が一服した

こと 

（下落） 衆院選にて与党である自民党が議席数を大幅に減らすとの見方や、米大統領選にてト

ランプ前大統領が優勢との見方が広がり、日米の政局不安が高まったこと 

（上昇） 衆院選で与党が大敗し野党が議席数を大きく伸ばす中で、今後の財政拡張的な政策へ

の期待が高まったことや、米国のISM製造業景況指数が市場予想を上回り、足元の米景

気の強さが意識されたこと 

（下落） 米国の長期金利が上昇したことや、中国に対する半導体輸出規制強化の報道などが懸

念されたこと 

（上昇） トランプ新政権による中国への関税引き上げがいったん見送られたことや、国内大手

テクノロジー企業などによるAI（人工知能）への大規模投資計画などが好感されたこと 

（上昇） トランプ米大統領がロシアのプーチン大統領と会談するとの報道からウクライナ問題

を巡る地政学的リスクが後退したことや、米著名投資家による日本株への追加投資の

報道が好感されたこと 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

参考指数としている東証株価指数（TOPIX）

（配当込み）の騰落率が＋2.8％となったのに対

して、基準価額は－3.2％となりました。 

 

（主なプラス要因） 

①市場平均より少なめに保有していた卸売業

の騰落率が市場平均を下回ったこと 

②保有していなかった陸運業の騰落率が市場

平均を下回ったこと 

③市場平均より多めに保有していた非鉄金属

の騰落率が市場平均を上回ったこと 

④保有していなかったトヨタ自動車、東京エレクトロンの騰落率が市場平均下回ったこと 

⑤市場平均より多めに保有していた日鉄ソリューションズなどの騰落率が市場平均を上回っ

たこと 

 

（主なマイナス要因） 

①保有していなかった銀行業、保険業の騰落率が市場平均を上回ったこと 

②市場平均より多めに保有していた化学の騰落率が市場平均を下回ったこと 

③市場平均より多めに保有していた資生堂などの騰落率が市場平均を下回ったこと 

④保有していなかった三菱UFJフィナンシャル・グループ、ソニーグループの騰落率が市場平

均を上回ったこと 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

◎分配金 

（１） 収益分配金は、配当等収益や有価証券売買等損益を原資に、基準価額の水準などを勘案

して１万口当たり320円とさせていただきました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第10期 

2024年３月26日～ 
2025年３月24日 

当期分配金 320  

(対基準価額比率) 1.927％ 

 当期の収益 194  

 当期の収益以外 125  

翌期繰越分配対象額 6,992  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2024年３月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 
○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は0.1％の下落 

基準価額は期首24,011円から期末23,984円（分配金込み）に27円の値下がりとなりました。 
 

①の局面（期首～８月上旬） 

（下落） 中東情勢の緊迫化によりリスク回避の動きが強まったことや、複数の大手半導体企業

が市場予想を下回る決算を発表したこと 

（上昇） 日銀が金融政策の現状維持を発表し一時１米ドル160円台まで円安が進行したことや、

米国のインフレ率鈍化などを受けて米長期金利が低下し米国株が上昇したこと 

（上昇） 当面日米金利差に大きな変化はないとの見方などから円安・米ドル高が進行し、輸出

関連株などを中心に上昇したこと 

（下落） 日銀の金融政策変更を受けた円高・米ドル安の進行や、米国景気への懸念が強まった

こと   
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＜米ドル投資型＞ 

②の局面（８月上旬～期末） 

（上昇） 日銀副総裁の追加の利上げに慎重な発言や、米国のインフレ率鈍化や個人消費の堅調

な伸びなどを受けて景気後退への懸念が弱まったことなどが好感されたこと 

（下落） 米国の景気後退懸念などから円高・米ドル安が進行したこと 

（上昇） FOMC（米連邦公開市場委員会）による0.5％の大幅な利下げを受けて円高が一服した

こと 

（下落） 衆院選にて与党である自民党が議席数を大幅に減らすとの見方や、米大統領選にてト

ランプ前大統領が優勢との見方が広がり、日米の政局不安が高まったこと 

（上昇）衆院選で与党が大敗し野党が議席数を大きく伸ばす中で、今後の財政拡張的な政策へ

の期待が高まったことや、米国のISM製造業景況指数が市場予想を上回り、足元の米景

気の強さが意識されたこと 

（下落） 米国の長期金利が上昇したことや、中国に対する半導体輸出規制強化の報道などが懸

念されたこと 

（上昇） トランプ新政権による中国への関税引き上げがいったん見送られたことや、国内大手

テクノロジー企業などによるAI（人工知能）への大規模投資計画などが好感されたこと 

（上昇） トランプ米大統領がロシアのプーチン大統領と会談するとの報道からウクライナ問題

を巡る地政学的リスクが後退したことや、米著名投資家による日本株への追加投資の

報道が好感されたこと 
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＜米ドル投資型＞ 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた

運用を行なっていないため、ベンチマーク等は

ありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

（１） 収益分配金は、配当等収益や有価証券売買等損益を原資に、基準価額の水準などを勘案

して１万口当たり660円とさせていただきました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第10期 

2024年３月26日～ 
2025年３月24日 

当期分配金 660  

(対基準価額比率) 2.752％ 

 当期の収益 208  

 当期の収益以外 451  

翌期繰越分配対象額 13,372  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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○投資環境 

期首は、日銀が当面は緩和的な金融環境を維持するとの見方が広がり、低金利の継続見通し

が好感された不動産株や、円安・米ドル高が進行したことで採算改善が期待された輸出関連株

などを中心に、国内株式市場は堅調に推移しました。 

４月に入ると、中東情勢の緊迫化によりリスク回避の動きが強まったことや、複数の大手半

導体企業が市場予想を下回る決算を発表したことなどから、国内株式市場は下落しました。そ

の後は日銀が金融政策の現状維持を発表し一時１米ドル160円台まで円安が進行したことなど

から、国内株式市場は反発しましたが、月間では下落しました。 

５月の国内株式市場は、日銀による国債買い入れの減額などが嫌気され下落した後、米国の

インフレ率鈍化などを受けて米長期金利が低下し米国株が上昇したことなどから反発し、更に

その後は、米大手AI向け半導体企業による市場予想を上回る決算発表が好感される一方で、米

国での根強いインフレ圧力を示唆する経済指標の発表と長期金利の反転上昇が嫌気されるな

ど、一進一退の推移となりました。 

６月に入ると、欧州政治不安によるリスクオフの動きが広がり、下落する場面もありました

が、日銀が金融政策の正常化に動いた場合でも当面日米金利差に大きな変化はないとの見方な

どから円安・米ドル高が進行し、国内株式市場は上昇しました。 

７月は、円安・米ドル高の進行が好感された輸出関連株などを中心に国内株式市場は上昇し

て始まりましたが、中旬に入ると、日銀による為替介入観測を受けた円相場の急騰や、米国に

よる中国に対する半導体輸出規制強化の報道などから下落に転じました。そして、８月に入っ

ても、日銀の金融政策変更を受けた円高・米ドル安の進行や米国景気への懸念の強まりなどか

ら、自動車や機械などの輸出関連株を中心に国内株式市場は下落しました。同５日には投資家

のリスク回避姿勢が強まり日経平均株価は過去最大の下落幅を記録しましたが、その後は、日

銀副総裁の追加の利上げに慎重な発言などを受けて国内株式市場は急反発しました。月末にか

けては、米国のインフレ率鈍化や個人消費の堅調な伸びなどを受けて景気後退への懸念が弱ま

り、国内株式市場も堅調な推移となりました。 

９月は、米国の景気後退懸念などから円高・米ドル安が進行し国内株式市場は下落して始ま

りましたが、その後は、FOMCによる0.5％の大幅な利下げを受けて円高が一服したことなどか

ら反発しました。10月に入っても、米国の堅調な雇用環境が示され景気鈍化懸念が後退したこ

とや、衆院選で与党が大敗し野党が議席数を大きく伸ばす中で今後の財政拡張的な政策への期

待が高まったことなどから、国内株式市場は上昇しました。 

11月は、米大統領選挙でのトランプ前大統領の当選が確実となり円安・米ドル高が進行した

ことや、日本企業の７-９月期決算における相次ぐ自社株買いの発表やFOMCによる追加利下

げも株価を支える要因となり、国内株式市場は堅調に推移しました。 
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12月に入っても、米国のISM製造業景況指数が市場予想を上回り、足元の米景気の強さが意

識されたことや、日銀が早期の利上げをするのは難しいとの見方から円安・米ドル高が進行し

たなどから自動車株などが買われ、国内株式市場は上昇しました。 

2025年１月は、堅調な経済指標を受けて米国の長期金利が上昇したことや、米国の中国に対す

る半導体輸出規制強化の報道などから下落して始まりました。その後は、トランプ新政権による

中国への関税引き上げがいったん見送られたことや、国内大手テクノロジー企業などによるAIへ

の大規模投資計画などが好感され国内株式市場は反発し、月間では小幅上昇となりました。 

２月は、トランプ米大統領がメキシコなどに関税を課す大統領令に署名したことや、米国の

中国に対する半導体輸出規制強化の報道などから下落しました。 

３月に入ると、米景気の先行き懸念を背景に米株式相場が大きく下落した流れを受け、国内

株式市場も一時下落しましたが、トランプ米大統領がロシアのプーチン大統領と会談するとの

報道からウクライナ問題を巡る地政学的リスクが後退したことや、米著名投資家による日本株

への追加投資の報道が好感されたことなどから国内株式市場は上昇して期末を迎えました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村日本企業価値向上オープン（円投資型）］ 

基本方針として、当ファンドは［野村日本企業価値向上オープン マザーファンド］を高位

に組み入れます。期末の実質株式組入比率は96.7％としました。 

 

［野村日本企業価値向上オープン（米ドル投資型）］ 

（１） 基本方針として、当ファンドは［野村日本企業価値向上オープン マザーファンド］を

組み入れるほか、株価指数先物取引を活用することで、実質的な株式組入比率を高位に

維持します。期末の実質株式組入比率は96.5％としました。 

（２） また、選択権付き為替予約取引を行なうことで米ドルへの投資効果を追求します。期末

の米ドルのエクスポージャー比率は99.1％としました。 

 

［野村日本企業価値向上オープン マザーファンド］ 

・株式組入比率 

期を通じて高位を維持し、期末は96.9％としました。 

 

・期中の主な動き 

（１） ROE（自己資本利益率）や余剰資金水準などに基づく企業価値向上の「余地」、および経

営陣の株主還元などを通じた企業価値向上への「意欲」の２つの視点で選んだ銘柄群の

中から、業績動向やバリュエーション（投資価値評価）、企業の競争力などを勘案して投

資魅力度が高いと判断される銘柄に投資しました。   
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（２） 期中の売買では横浜ゴム、日本電子、フジシールインターナショナル、資生堂、鹿島建

設などを買い付けしました。一方綜合警備保障、清水建設、日鉄ソリューションズ、本

田技研工業、エスペックなどを売却しました。 

（３） 期末において保有している主な業種は電気機器、化学、食料品、機械、輸送用機器など、

主な銘柄はアサヒグループホールディングス、富士フイルムホールディングス、住友不

動産、京セラ、横浜ゴムなどです。 

 

◎今後の運用方針 

［野村日本企業価値向上オープン マザーファンド］ 

・投資環境 

日本経済は堅調に推移しています。2024年10-12月期の実質GDP（国内総生産）成長率は前

期比年率＋2.2％となり、７-９月期の同＋1.4％から加速し３四半期連続でプラス成長となりま

した。輸入減による外需寄与が成長率を押し上げた他、民間設備投資が前期比年率＋2.3％（７-

９月期同－0.3％）とプラスに転じたことも寄与しました。12月の毎月勤労統計調査における

一般労働者の所定内給与（共通事業所ベース）は、前年同月比＋2.8％となり５月以降は概ね同

水準で推移しています。米国の通商政策が日本経済に与える影響には注意を要しますが、2025

年の春闘も2024年並みの賃金上昇率となると予想しており、個人消費は底堅く推移するとみて

います。１月の日銀金融政策決定会合では、政策金利の0.5％への引き上げが決定されました

が、２月に公表された「主な意見」では、今後の段階的な利上げを支持する意見が目立ちまし

た。当社では2025年７月に0.75％への追加利上げを予想しています。また、2025年の日本の実

質GDP成長率は前年比＋1.4％と予想しています。 

2025年度国内企業の予想経常利益は、前年度比2.7％増（野村證券金融経済研究所予想による

Russell/Nomura Large Cap［除く金融］、３月20日時点）、2025年度は同7.4％増（同上）となる

ことが予想されます。 

 

・投資方針 

（１） 引き続き、ROEや余剰資金水準などに基づく企業価値向上の「余地」、および経営陣の株

主還元などを通じた企業価値向上への「意欲」の２つの視点で選んだ銘柄を主要投資対

象として運用を行なってまいります。 

（２） 銘柄選択にあたっては、企業取材によるボトムアップアプローチをベースに、企業の競

争力や経営の評価、収益予想やESG（環境・社会・企業統治）の視点などの企業分析を行

ない、経営者などとの対話を通じた企業価値向上への意識の変化などを重視したうえで、

企業の成長性やバリュエーションなどを考慮して組み入れを行ないます。また、銘柄の

投資比率の決定に際しては、株式の市場性などにも留意して分散投資をはかります。   
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（３） 経営者の意識が変わってきたことで、自社株買いの実施や配当性向の引き上げなど株主

還元強化の動きが強まっています。今後も経営者のとの対話を通じて事業の成長も含め

企業価値の向上に積極的に取り組んでいる企業に着目して投資していく方針です。 

 

［野村日本企業価値向上オープン（円投資型）］ 

当ファンドは引き続き第11期の運用に入ります。 

今後の運用に関しましては、前述の投資環境見通しのもとで、ファンドの資金動向に充分配

慮しつつ、主要な投資対象であります［野村日本企業価値向上オープン マザーファンド］の

組み入れを高位に維持し、基準価額の向上に努めます。 

 

［野村日本企業価値向上オープン（米ドル投資型）］ 

当ファンドは引き続き第11期の運用に入ります。 

今後の運用に関しましては、前述の投資環境見通しのもとで、ファンドの資金動向に充分配

慮しつつ、実質的な株式組入比率を高位に維持すると同時に、選択権付き為替予約取引等の外

国為替に関するデリバティブ取引を行なうことで基準価額の向上に努めます。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年３月26日～2025年３月24日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 229  1.371  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (110)  (0.658)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (110)  (0.658)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  9)  (0.055)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 6   0.038   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  6)  (0.038)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 236   1.412    

期中の平均基準価額は、16,672円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.38％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

○売買及び取引の状況 (2024年３月26日～2025年３月24日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 60,596 123,900 484,640 961,600 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2024年３月26日～2025年３月24日) 

 

項 目 
当 期 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 17,133,166千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 31,802,844千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.53   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年３月26日～2025年３月24日) 

 

＜野村日本企業価値向上オープン（円投資型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村日本企業価値向上オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 7,298 110 1.5 9,834 1,603 16.3 

平均保有割合 25.2%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 3,159千円 
うち利害関係人への支払額（B） 345千円 

（B）／（A） 10.9％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2025年３月24日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 4,297,462 3,873,418 7,785,183 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2025年３月24日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 7,785,183 97.2 

コール・ローン等、その他 225,176 2.8 

投資信託財産総額 8,010,359 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託残高 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年３月24日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 8,010,359,308   

 コール・ローン等 221,273,345   

 野村日本企業価値向上オープン マザーファンド(評価額) 7,785,183,005   

 未収入金 3,900,000   

 未収利息 2,958   

(B) 負債 211,435,286   

 未払収益分配金 153,230,504   

 未払解約金 3,942,288   

 未払信託報酬 54,132,632   

 その他未払費用 129,862   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 7,798,924,022   

 元本 4,788,453,258   

 次期繰越損益金 3,010,470,764   

(D) 受益権総口数 4,788,453,258口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,287円 
 

（注）期首元本額は 5,138,581,697 円、期中追加設定元本額は

90,828,970円、期中一部解約元本額は440,957,409円、１口当た

り純資産額は1.6287円です。 
 

○損益の状況 (2024年３月26日～2025年３月24日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 110,047   

 受取利息 110,047   

(B) 有価証券売買損益 △  146,792,520   

 売買益 23,669,619   

 売買損 △  170,462,139   

(C) 信託報酬等 △  113,176,816   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  259,859,289   

(E) 前期繰越損益金 3,224,622,176   

(F) 追加信託差損益金 198,938,381   

 (配当等相当額) (    182,812,538)  

 (売買損益相当額) (     16,125,843)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 3,163,701,268   

(H) 収益分配金 △  153,230,504   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 3,010,470,764   

 追加信託差損益金 198,938,381   

 (配当等相当額) (    183,887,882)  

 (売買損益相当額) (     15,050,499)  

 分配準備積立金 3,164,396,648   

 繰越損益金 △  352,864,265   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2024年３月26日～2025年３月24日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2024年３月26日～ 
2025年３月24日 

a. 配当等収益(経費控除後) 93,004,976円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 183,887,882円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 3,224,622,176円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 3,501,515,034円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 7,312円 

g. 分配金 153,230,504円 

h. 分配金(１万口当たり) 320円 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 320円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

①投資信託約款に規定している委託者が行なう公告を掲載する当社ホームページのアドレス

を「http://www.nomura-am.co.jp/」から「https://www.nomura-am.co.jp/」に変更する所

要の約款変更を行ないました。 ＜変更適用日：2024年７月４日＞ 

 

②設定解約の申込受付締め時間の規定を変更する所要の約款変更を行ないました。 

 ＜変更適用日：2024年11月５日＞ 

 

③信託期間を５年更新し、信託期間終了日を2031年３月24日とする所要の約款変更を行ないま

した。 ＜変更適用日：2024年12月20日＞ 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2024年３月26日～2025年３月24日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 332  1.382  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (158)  (0.658)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (158)  (0.658)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 16)  (0.066)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 9   0.037   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  8)  (0.035)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.002)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 342   1.422    

期中の平均基準価額は、24,044円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.39％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託事務の処理に要するその他の諸費用等が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○売買及び取引の状況 (2024年３月26日～2025年３月24日) 

 

種 類 別 
買 建 売 建 

新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 

国 
内 

 百万円 百万円 百万円 百万円 
株式先物取引 14,254 14,980 － － 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

 

種 類 別 
コール・ 
プット別 

買 建 売 建 

新 規 

買 付 額 
決 済 額 

権 利 

行 使 

権 利 

放 棄 

新 規 

売 付 額 
決 済 額 

権 利 

被 行 使 

義 務 

消 滅 

国 

内 

  百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 

通貨オプション取引 コール 91,595 92,386 － － － － － － 

 プット － － － － 91,595 91,377 － － 
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 1,353,138 2,702,100 3,103,676 5,982,100 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2024年３月26日～2025年３月24日) 

 

項 目 
当 期 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 17,133,166千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 31,802,844千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.53   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

  

先物取引の種類別取引状況 

オプションの種類別取引状況 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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野村日本企業価値向上オープン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○利害関係人との取引状況等 (2024年３月26日～2025年３月24日) 

 

＜野村日本企業価値向上オープン（米ドル投資型）＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式先物取引 14,254 14,254 100.0 14,980 14,980 100.0 

 
 
 

＜野村日本企業価値向上オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 7,298 110 1.5 9,834 1,603 16.3 

平均保有割合 74.8%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 9,965千円 
うち利害関係人への支払額（B） 1,574千円 

（B）／（A） 15.8％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2025年３月24日現在) 

 

銘      柄      別 
当 期 末 

買   建   額 売   建   額 

国 
内 

  百万円 百万円 

株式先物取引 ＴＯＰＩＸ 1,297 － 
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

  

利害関係人との取引状況 

先物取引の銘柄別期末残高 
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＜米ドル投資型＞ 

 

銘      柄      別 
コール・ 
プット別 

当 期 末 

買 建 額 売 建 額 

国 

内 

   百万円 百万円 

通貨オプション取引 ドル コール 437 － 

  プット － 437 
 
＊ 単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 13,000,867 11,250,329 22,612,037 
 
＊ 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2025年３月24日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村日本企業価値向上オープン マザーファンド 22,612,037 83.3 

コール・ローン等、その他 4,530,875 16.7 

投資信託財産総額 27,142,912 100.0 
 
＊ 金額の単位未満は切り捨て。 

 

○特定資産の価格等の調査 

調査依頼を行なった取引は2024年３月12日から2025年３月10日までの間でオプション取引
（為替店頭オプション取引）972件でした。これらのオプション取引（為替店頭オプション取引）
について、投資信託及び投資法人に関する法律（昭和26年法律第198号）第11条第２項に基づ
いて比較可能な価格のほか、取引の相手方の名称、通貨の種類、プット又はコールの別、数量、
オプション料計上額その他の当該オプション取引（為替店頭オプション取引）の内容に関して、
EY新日本有限責任監査法人に調査を委託し、日本公認会計士協会が公表した専門業務実務指針
4460「投資信託及び投資法人における特定資産の価格等の調査に係る合意された手続業務に関
する実務指針」に基づく調査結果として合意された手続実施結果報告書を入手しています。 

なお、本調査は財務諸表監査の一部ではなく、また、価格の妥当性や内部管理体制について
保証を提供するものではありません。   

オプションの銘柄別期末残高 

親投資信託残高 
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＜米ドル投資型＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年３月24日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 27,142,912,975   

 コール・ローン等 2,213,610,352   

 野村日本企業価値向上オープン マザーファンド(評価額) 22,612,037,832   

 コール・オプション(買) 437,659,300   

 未収入金 1,867,429,745   

 未収利息 29,595   

 差入委託証拠金 12,146,151   

(B) 負債 3,107,342,294   

 プット・オプション(売) 437,659,300   

 未払金 1,804,286,460   

 未払収益分配金 680,142,366   

 未払解約金 10,531,992   

 未払信託報酬 174,307,219   

 その他未払費用 414,957   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 24,035,570,681   

 元本 10,305,187,373   

 次期繰越損益金 13,730,383,308   

(D) 受益権総口数 10,305,187,373口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 23,324円 
 

（注）期首元本額は 11,958,031,309円、期中追加設定元本額は

256,496,414円、期中一部解約元本額は1,909,340,350円、１口当

たり純資産額は2.3324円です。 
 

○損益の状況 (2024年３月26日～2025年３月24日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 4,538,154   

 受取利息 4,538,154   

(B) 有価証券売買損益 △   611,081,082   

 売買益 120,436,862   

 売買損 △   731,517,944   

(C) 先物取引等取引損益 939,071,024   

 取引益 17,365,231,319   

 取引損 △16,426,160,295   

(D) 信託報酬等 △   370,691,427   

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △    38,163,331   

(F) 前期繰越損益金 13,732,557,502   

(G) 追加信託差損益金 716,131,503   

 (配当等相当額) (     509,571,475)  

 (売買損益相当額) (     206,560,028)  

(H) 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 14,410,525,674   

(I) 収益分配金 △   680,142,366   

 次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) 13,730,383,308   

 追加信託差損益金 716,131,503   

 (配当等相当額) (     513,895,625)  

 (売買損益相当額) (     202,235,878)  

 分配準備積立金 13,267,041,545   

 繰越損益金 △   252,789,740   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引

損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

＊損益の状況の中で(D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2024年３月26日～2025年３月24日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2024年３月26日～ 
2025年３月24日 

a. 配当等収益(経費控除後) 214,626,409円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 513,895,625円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 13,732,557,502円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 14,461,079,536円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 14,032円 

g. 分配金 680,142,366円 

h. 分配金(１万口当たり) 660円 
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＜米ドル投資型＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 660円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

①投資信託約款に規定している委託者が行なう公告を掲載する当社ホームページのアドレス

を「http://www.nomura-am.co.jp/」から「https://www.nomura-am.co.jp/」に変更する所

要の約款変更を行ないました。 ＜変更適用日：2024年７月４日＞ 

 

②設定解約の申込受付締め時間の規定を変更する所要の約款変更を行ないました。 

 ＜変更適用日：2024年11月５日＞ 

 

③信託期間を５年更新し、信託期間終了日を2031年３月24日とする所要の約款変更を行ないま

した。 ＜変更適用日：2024年12月20日＞ 
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